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各診療科・各部紹介消化器内科

医員

有本 雄貴
水本 塁
須田 貴広
野﨑 泰俊
岩本 剛幸

レジデント

足立 裕次郎
山崎 春香
中田 明宏
和辻 晃
川端 将生
小林 千夏
澤 宏樹

臨床研究のテーマ
単独または大阪大学消化器内科と共同で消化器疾患に関する複

数の臨床研究を行っています。現在の主なものは以下の通りです。
1. 消化器癌に対する薬物療法の効果と予後の解明
2. 消化管腫瘍への ESDの有効性と長期予後
3. 慢性肝疾患の治療法と予後の解明
4. 初発肝細胞癌に対する治療法と予後の解明

地域への貢献・地域医療連携
萩原は、兵庫県肝炎対策協議会委員、尼崎市肝炎対策協議会委
員長を務め、この地域の肝疾患対策を行政と協力して行っていま
す。また、看護師、薬剤師、管理栄養士と共同で肝臓病教室を定
期的に院内で開催しており、肝疾患患者会への講演会も行うな
ど、最新情報の普及にも努めています。
尼崎消化器疾患談話会、伊丹尼崎肝疾患懇話会、より良い消化

器医療を考えるつどいなどの研究会を地域の先生方と開催し、医
療連携を緊密にしています。

将来計画・当科の姿勢
ますます急速に高度化する医療に対応できるように、学会活

動、研究会や研修会への参加を通じて、先進的な情報や技術を取
り入れるとともに、資格取得や自己啓発によって各種のスキル
アップを継続していきます。大阪大学消化器内科との連携の下、
優秀な消化器内科医の確保に努め、診療の三本柱を中心に、今後
増加が予想される大腸癌、膵癌、胆道癌などへの検査、治療をさ
らに充実させます。
また、高度急性期・急性期医療での平均在院日数短縮の流れが

続き、今後医療現場における人工知能（AI）活用も加速化してい
くと予想される中、「手当て」に代表される医療の原点を尊重し
て、高度医療とヒューマニティーの両立を図り、安全かつ適切で
質の高い医療の提供を目指します。
この基本方針のもと、多くの研修医を受け入れ、次世代の高度
先進医療を担える消化器内科医師の育成に努めます。
市民公開講座や研究会で当科の特色を広くアピールするととも

に、地域医療機関との研究会などの開催で医療連携をさらに緊密
化させることにより、この地域での高度医療をリードする消化器
診療の中核としての役割を果たしていきます。
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各診療科・各部紹介 薬剤部

地域への貢献、地域医療連携
学生実習の受入
薬学生早期体験学習受入  14名
薬学生長期実務実習受入  18名

「薬-薬」連携Conference
第11回 令和2年1月24日
関西労災病院における後発医薬品選択基準

主任薬剤師 川端 俊介

乾癬治療薬の留意点

主任薬剤師 林 洋平

がん患者サロン
令和元年9月12日
「抗がん剤による副作用」薬剤師 原田 沙枝子

糖尿病スクール
平成31年1月17日 「経口血糖降下薬」薬剤師 清水 裕行

平成31年2月21日 「インスリン療法」薬剤師 岩﨑 慧

平成31年4月18日 「高血圧のお薬」  薬剤師 清水 裕行

令和元年7月18日 「高脂血症のお薬」薬剤師 清水 裕行

令和元年8月22日 「骨粗鬆症のお薬」薬剤師 岩﨑 慧

令和元年9月19日 「災害の時、あなたはどうしますか？」
      薬剤師 清水 裕行

肝臓病教室
第1回 令和元年5月23日
肝臓治療の大ニュース！肝硬変でも治療が可能！ 今こそなおそ

うC型肝炎 ～最新治療～
薬剤師 川﨑 彰彦

基本方針
1. 医薬品の安全管理と適正使用に努めます。
2. 医療チームの一員として薬物療法に貢献します。
3. 質の高い適切かつ最新の薬剤情報を提供します。
4. 知識と技量を持った温かい薬剤師を育成します。
5. 地域医療機関と連携し地域の医療に貢献します。
6. 病院の運営に一丸となって貢献します。

認定・専門薬剤師
●日本病院薬剤師会生涯研修履修認定薬剤師（5年） 9名
●日本病院薬剤師会病院薬学認定薬剤師 17名
●日本薬剤師研修センター認定薬剤師 3名
●日本薬剤師研修センター認定実務実習指導薬剤師 9名
●日本病院薬剤師会認定指導薬剤師 3名
●日本薬剤師研修センター漢方薬・生薬認定薬剤師 1名
●日本病院薬剤師会感染制御認定薬剤師 2名
●日本糖尿病療養指導士 3名
●日本アンチ・ドーピング機構公認スポーツファーマシスト 1名
●薬学博士 1名
●日本医療薬学会指導薬剤師 2名
●日本医療薬学会認定薬剤師 6名
●日本医療薬学会がん指導薬剤師 1名
●日本臨床薬理学会認定治験コーディネーター 1名
●日本静脈経腸栄養学会認定NST専門療法士 2名
●日本麻酔科学会周術期管理チーム薬剤師 1名
●日本心理学会認定心理士 1名
●日本癌治療学会認定がん医療ネットワークナビゲーター 1名
●日本腎臓病協会腎臓病療養指導士 1名

業務実績（過去 3 年間）

平成 29年度 平成 30年度 令和元年度

院内処方箋枚数 115,632 117,437 118,600
注射箋枚数 263,788 264,727 269,740
薬剤管理指導請求件数 18,982 17,592 18,162
抗がん剤ミキシング件数（外来／入院） 6,679／ 2,417 6,928／ 2,287 7,403／ 2,398
TPN ミキシング件数 175 34 26
TDM 解析件数 969 776 1,024
院内製剤件数 295 267 281
治験実施プロトコール数（新規／継続） 7／ 24 11／ 19 4／ 29
製造販売後調査受入件数 25 30 23
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